表-5.2　盛土材料および盛土高に対する標準のり面勾配
	地山の土質および地質
	土工指針
	勾配の標準値
（割）

	
	盛土高(m)
	勾配
	

	粒度の良い砂(S)

礫および細粒分混り礫(G)
	5m以下
	1:1.5～1:1.8
	1:1.5

	
	5～15m
	1:1.8～1:2.0
	1:1.8

	粒度の悪い砂(SG)
	10m以下
	1:1.8～1:2.0
	1:1.8

	岩塊（ずりを含む）
	5ｍ以下
	1:1.0～1:1.2
	5m以下

1:1.5

	
	
	
	5～10m以下

1:1.8

	
	10～20ｍ
	1:1.8～1:2.0
	1:1.8

	砂質土(SF)、硬い粘質土、硬い粘土（洪積層の硬い粘質粘土、関東ロームなど）
	5ｍ以下
	1:1.5～1:1.8
	1:1.5

	
	5～10ｍ
	1:1.8～1:2.0
	1:1.2


注1) 上表は基礎地盤の支持力が充分にあり、浸水の恐れのない盛土に適用する。
注2) 盛土高さが5m程度で変化する場合は前後の状況により同一勾配としてよい。

注3) 20mの区間で盛土高(H)=5.00m以上から0にすり付く場合ののり面工倍は1:1.8とする。

注4) 盛土高さが20mを越える場合は、協議して別途勾配を決定する。盛土高とは、のり肩とのり尻の高低差をいう。
出典;道路土工-盛土工指針（H22.4）
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